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死因の推移（疾病構造の変化）（ｐ１５） 

（戦後、我が国の死因は、感染症から生活習慣病中心へと大きく変化。生活習慣病中心への疾病構造の変化や高齢化に伴い、要介護認

定者数や認知症に関係する患者数は大幅に増加している） 

 

戦後の主な死因の推移について見てみると、結核や胃腸炎といった感染症によるものが低下する一方で、悪性新生物（がん）や心疾

患、脳血管疾患などの生活習慣病（慢性疾患）が死因の多くを占めるようになり、疾病構造は大きく変化してきた。 

 

こうした生活習慣病（慢性疾患）中心への疾病構造の変化や高齢化の進展に伴い、要介護（要支援）認定者数は、介護保険制度開始時

の 2000（平成 12）年の約 218 万人から 2015（平成 27）年では約 608 万人と大幅に増加している。 

 

また、認知症のうちアルツハイマー病の患者数についても 1999 年（平成 11）年の約 3万人から 2014（平成 26）年では約 53 万人へと

大幅に増加している。 

 

将来においても、高齢化のさらなる進展に伴い、要介護（要支援）認定者数や認知症患者数は増加していくことが見込まれていること

から、要介護状態や認知症になっても安心して生活できる社会の構築が必要となる。 

 


